
学校番号 １０６ 

令和５年度 体育科 

 

教科 体育 科目 スポーツⅠ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 アクティブスポーツ（大修館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「スポーツⅠ」で取り上げる測定競技は、それぞれの競技に定められたルールや条件のもとで演技

の出来映え、時間、距離及び高さを競い合うといった特性があります。自己に適した目標や課題を

適切に設定して練習に取り組み、その課題を解決できるようにしよう。 

 

２ 学習の到達目標 

課題を発見し，主体的，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉

え，健やかな心身の育成に資するとともに，生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与する資

質・能力を育成することを目指す。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

採点競技及び測定競

技の学習に主体的に

取り組むとともに、勝

敗などを冷静に受け

止め、ルールやマナー

を大切にしようとす

ること、互いに助け合

い高め合おうとする

こと、役割を積極的に

引き受け自己の責任

を果たそうとするこ

と、仲間と話し合うな

ど合意形成に貢献し

ようとすることがで

きるようにする。ま

た、体調に応じて運動

量を調整したり危険

を予見し回避行動を

とったりすることな

どによって、健康・安

全を確保し事故防止

を図ることができる

ようにする。 

自己の課題を解決す

るとともに生涯を通

して「スポーツⅠ」の

振興発展にかかわる

ことができるよう、こ

れらの知識を活用し

て、課題の設定や情報

の分析及び適切な選

択、活動の評価、目標

の修正や練習計画の

組み立てなどができ

るようにする。 

点競技及び測定競技

の楽しさや喜びを深

く味わうとともに、

「スポーツⅠ」の中

から自己の能力・適

性等に応じて競技を

選び、自己の能力を

最大限に発揮し専門

的な技や技能の習得

ができるようにす

る。 

高まる体力やその高

め方，学習する運動

に関する行い方やそ

の学び方，運動を他

者と学び合う際の動

きや改善のポイント

の示し方，仲間と継

続的に活動するため

の調整の仕方，運営

方法や審判方法，初

歩的な指導法，様々

な環境下で実践する

際の健康・安全の確 

保の仕方やマナーな

どの多様な関わり方

を実践するための事

項を理解する。 



評
価
方
法 

受 講 態 度 の 観 察  

技 能 テ ス ト    

レポート    等 

受 講 態 度 の 観 察  

技 能 テ ス ト    

レポート    等 

受 講 態 度 の 観 察  

技能テスト    

        等 

受 講 態 度 の 観 察  

技 能 テ ス ト    

レポート    等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

 

４
、
５
月 

ス
ポ
ー
ツ 

測
定
競
技
、
ハ
ー
ド
ル
走 

短距離 競走 

短距離・ハードル走・ 

測定競技の楽しさや喜びを深

く味わうとともに、「スポーツ

Ⅰ」の中から自己の能力・適

性等に応じて競技を選び、自

己の能力を最大限に発揮し

技や技能の習得をする。 

・高いスピードを維持して走る

中間走では，体の真下近くに

足を接地したり，キックした足

を素早く前に運んだりするな

どの動きで走ること。       

・インターバルで力強く腕を振

って走ること。 

・インターバルでは、３歩のリ

ズムを最後のハードルまで維

持して走ること。 

・ハードリングでは，振り上げ

脚を振り下ろしながら，反対の

脚（抜き脚）を素早く前へ引き

出すこと。 

  〇  a: 短距離・ハードル走の楽し

さや、喜び達成感を感じる。 

b: リード脚や抜き足の動かし

た方を理解し、同調させた動き

を心がけている。 

腕を効率よく使用して身体を

前に進まそうとしている。 

c: 効率的なハードリングを理

解し実践している。 

d: 短距離走の理論や走りの歴

史や特性について理解を深め

る。ルールの理解。 

受講態度の

観察 

技能テ ス ト 

記 録 測 定 

レポート 



６
，
７
，
８
月 

水
泳 

クロール 

・手と足の動き，呼吸のバラン

スを保ちとは，手のかき（プ

ル）と足のけり（キック）のタイミ

ングに合わせて呼吸を行い，

ローリングをしながら伸びのあ

る泳ぎをすることを示してい

る。 

平泳ぎ 

・プルのかき終わりに合わせ

て顔を水面上に出して呼吸を

行い，キックの蹴り終わりに合

わせてグライドをとり，１回の

腕の動き（ストローク）で大きく 

進むこと。 

背泳ぎ 

・水面上の腕は肘を伸ばし，

肩を支点にして肩の延長線

上に小指側からまっすぐ入 

水すること。 

バタフライ 

・手の入水時のキック，かき終

わりのときのキック及び呼吸動

作を一定のリズムで行うこと。 

個人メドレー 

  〇  a: 各種目の楽しさや、喜び達

成感を感じる。 

b:技術的な課題や有効な練習

方法の選択について指摘して

いる。 

c: 効率的な泳ぎ方を理解し実

践している。必要な体力要素が

あり，その種目の技能に関連さ

せている。 

d: 技術の名称や行い方，体力

の高め方，課題解決の方法， 

競技会の仕方などを理解する

とともに，自己に適した泳法の

効率を高めて泳ぐこと。 

受講態度の

観察 

技能テ ス ト 

記 録 測 定 

レポート 



９
月 

 

１
０
月 

測
定
競
技 

走
り
幅
跳
び 

走幅跳 

測定競技の楽しさや喜びを深

く味わうとともに、「スポーツ

Ⅰ」の中から自己の能力・適

性等に応じて競技を選び、自

己の能力を最大限に発揮し

専門的な技や技能の習得を

する。 

・加速に十分な距離から，高

いスピードで踏み切りに移る

こと。 

・タイミングよく腕・肩を引き上

げ，力強く踏み切ること。 

・審判法や競技会などの企

画・運営の仕方、初歩的な指

導法、運動観察や動作分析

の仕方などを理解することが

できるようにする。 

 

投てき やり投げ・円盤投げ 

測定競技の楽しさや喜びを深

く味わうとともに、「スポーツ

Ⅰ」の中から自己の能力・適

性等に応じて競技を選び、自

己の能力を最大限に発揮し

専門的な技や技能の習得を

する。 

・円盤に効率よく力が伝わるよ

うに腕をまっすぐに動かすこ

と。 

・準備動作を用いる場合に

は、準備動作で得た勢いを投

げの動作に移すこと。 

・足の地面への押しや上半身

のひねり戻しを使って円盤を

押し出すこと。 
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a:より遠くへ跳べるように繰

り返し練習に取り組もうとす

る。友人と協力して競争した

り、記録に挑戦しようとする。 

b:遠くへ跳ぶための理論を考

え、安全に取り組もうとしてい

る。 

c:助走のスピードを落とさず

に踏み切っている。大きくリー

ド脚を出し踏み切っている。 

空中姿勢を意識している。 

d:地面反力が跳ぶために重要

だとわかっている。遠くへ跳ぶ

ための力学が説明できる 

 

 

 

 

 

a:より遠くへ投げるように繰

り返し練習に取り組もうとす

る。友人と協力して競争した

り、記録に挑戦しようとする。 

b:遠くへ投げるための理論を

考え、安全に取り組もうとして

いる。 

c:技術の理解と、軸を保って投

げることができる。 

d:安全を第一に取り組むこと

ができる。 

受講態度の

観察 

技能テ ス ト 

記 録 測 定 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講態度の

観察 

技能テ ス ト 

記 録 測 定 

レポート 



１
１
月 

１
２
月 

１
月 

２
月 

採
点
競
技 

器
械
体
操 

マット運動→前転・後転・開脚

前転・伸膝系、倒立前転・後

転倒立、前方倒立回転跳び、

後方展開 

・回転系や巧技系の基本的な

技を滑らかに安定して行うこ

と。条件を変えた技や発展技

を行うこと及びそれらを構成し

演技をおこなうこと。 

 

跳び箱 

切り返し系→踏み切りから上

体を前方に振り込みながら着

手する動き方，突き放しによ

って直立体勢に戻して着地す

るための動き方で，基本的な

技の一連の動きを滑らかに安

定させて跳び越すこと。 

回転系→着手後も前方に回

転するための勢いを生み出

す踏み切りの動き方，突き放

しによって空中に飛び出して

着地するための動き方で，基

本的な技の一連の動きを滑ら

かに安定させて跳び越すこ

と。 

  〇  a:器械運動の学習に積極的に

取り組もうとしている。よりよ

い演技を認めようとしている。

仲間の学習を援助しようとし

ている。 

b:学習する技の合理的な動き

方のポイントをみつけている。

課題に応じて技の習得に適し

た練習方法を選んでいる。仲間

と練習方法について指摘しあ

っている。 

c:マット運動では、回転計や技

巧系の技を組み合わせるため

の基本技や応用技ができる。跳

び箱では、切り返し系や回転系

の基本的な技を滑らかに安定

して行うことができる。   

d:器械運どの特性や成り立ち

について具体例を挙げている。

器械運どの特性や成り立ちに

ついて具体例を挙げている。技

の名前を理解して 

受講態度の

観察 

技能テ ス ト 

記 録 測 定 

レポート 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


